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2016～17年度 国際ロータリー会長

ジョン・ジャーム 氏

2016年～2017年度　国際ロータリーのテーマ

ネクストロータリー 土浦ブランド  ～ 土浦ロータリークラブの伝統を次代に… ～
2016～17年度 土浦ロータリークラブ　第59期　クラブテーマ

水戸街道　水戸街道とは、江戸時代に江戸と水戸を結んだ道のことで、
沢山の旅人がこの道を通って旅をしました。街頭の途中には、旅人たち
が泊まる宿場が作られ、土浦市内では中貫・土浦・荒川沖の三つの宿場
がありました。

制作：土浦市子ども会育成連合会
協力：土浦市・土浦市教育委員会

土浦城　土浦城は、水に浮かぶカメのように見えるので「亀城」とも呼
ばれています。最初に城が建てられたのは、室町時代頃と言われていま
す。江戸時代には、土屋氏などが城主となって土浦を治めました。

乙戸沼　乙戸沼公園は、乙戸沼を中心とした大きな公園です。休日には
沼で釣りをしたりする家族連れで賑わい、イベントが開かれたりもしま
す。土浦市南部の憩の公園です。

●点　鐘 会　長

●ロータリーソング 四つのテスト

●ビジター紹介 親睦活動委員会

●幹事報告・委員会報告

●臨時総会 第58期決算・第59期予算について

●会　食

●長期交換留学「帰国報告」 長期交換留学生　廣瀬 真緒さん

●にこにこBOX S.A.A

●出席報告 出席委員会

●点　鐘 会　長

●ロータリーソング 我等の生業



第59期　事業方針 発表

前 週 の 例 会 報 告

クラブ管理運営委員会
委員長　　　沼田 義雄
委　員　　　關本 淳一　　磯　　 充　　河合　 隆　　菊池 信子　　富田 裕一
事業計画
　当委員会を構成する出席、親睦活動、プログラム、クラブ会報、雑誌・広報の各委員会は、例会及び
種々の例会外の活動を通して、クラブ奉仕を目的としています。
　それぞれの委員会活動が円滑に運営できるよう情報提供に努め、会長、幹事、会員の皆様と連携

し、クラブ管理運営そしてクラブ奉仕に努めて参ります。
　さらに、RCの原点とも言える「出席が最小限の奉仕」を会員の皆様に再認識していただき実践していただくた
めに、綿密な連絡と、出席しやすい明るい雰囲気づくりを進める所存です。
委員長所見
　ロータリーの基本は、人類への奉仕であり、主な存在理由となっております。私共土浦ロータリークラブにおき
ましても、この奉仕の精神に則って、第59期クラブ管理の運営方針として計画しております。
　まず目標として、第一に会員増強と組織内の活性化を図ります。第二には内容の刷新と会員活動の更なる充実
により、クラブ魅力度向上に努めます。
　更には、クラブ委員会の目標である、出席、親睦活動、プログラム、クラブ会報、雑誌広報が円滑に運営されるよ
うに努力します。

出席委員会
委員長　　　關本 淳一
委　員　　　副委員長：石川 清人　　倉持 恵美　　髙橋 宏成　　廣瀬　 太
事業計画
１．年度内に出席率100％例会の実現を目標とする。
２．無断欠席を無くす為、事前連絡を徹底するよう機会あるごとに促す。
３．メークアップ活用を推進し、例会出席率の向上を図る。

４．委員会メンバーは例会場に早目に参上して、皆様を明るくお出迎えし、明るい雰囲気を作るよう努める。
５．欠席の多い会員の方に出席推奨の連絡をする。
６．前年度出席率100％の模範会員を表彰する。
委員長所見
　ロータリー入門書における出席委員会の項目では、文頭で『出席は会員としての最小限の奉仕』と謳われていま
す。ただ出席を促すだけでなく、「出席すること」が、何故ロータリアンにとって大切なのかを学ぶ機会を設け、こ
れを各会員が理解したうえで、自ら進んで実践し、更には当ＲＣの文化として醸成・定着することを目指します。
　また、出席が滞りがちな会員への積極的な声掛け・ヒアリングを行い、出席の障害となる要因を探り、これを解
消できる手段を模索します。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　　　坂本 史郎
委　員　　　渡邊 俊樹　　小坂　 博　　石塚ひろみ　　中島 賢一
事業計画
　2016 ～ 2017年度RIテーマ「人類に奉仕するロータリー」
ですので会長方針のもと国際社会及び地域社会におけるニーズにこたえるよう計画された事業が
円滑に遂行されるよう関係委員会・委員長と協力、相談しながら支援を行って行きます。

社会奉仕委員会
委員長　　　小坂　 博
委　員　　　副委員長：三輪谷博史　　円城寺紘征（環境保全）　　黒田　喜文（人間尊重）
事業計画
　【人間尊重】
１．児童養護施設「道心園」の諸行事（クリスマス会等）に参加し、助成金を贈る。
２．かすみがうらウォーキングへの参加、運営協力、寄付。
３．友好奉仕団体への資金協力。

　【環境保全】
１．霞ヶ浦総合公園（水郷公園）に足元照明を設置し、土浦市民、土浦市周辺地域市民（特に高齢者、障害者、児童等、
社会的弱者）が夕方以降も安全快適に散策できるようにする。

２．霞ヶ浦総合公園内の藤棚の手入れと清掃活動の実施。（年間２回）
３．「水郷桜イルミネーション」点灯式への参加、運営サポート。
４．土浦市内クリーン活動への参加

ロータリー財団委員会
委員長　　　小網 祐司
委　員　　　副委員長：飯山 孝之　　宇田川仁一郎　　佐藤ぱうろ
事業計画
１．ロータリー財団月間（11月）での例会担当
２．ロータリー月間には、会場入口に寄付コーナーを設け、ご芳志をお願いする。
３．地区財団寄付目標額として、会員一人当たり150ドル及び、ベネファクター（恒久基金寄付）
1,000ドル寄付者及び財団100周年を記念して、前年比プラス5％の達成

４．人道的奉仕活動計画に地区補助金申請への支援協力
５．ロータリー財団未来の夢計画への対応

委員長所見
　　地区大会に於いて、RI会長代理は、ロータリー財団に関し次なる発言を行った。
　「昨年度、アフガニスタン及びパキスタン両国における数十名のポリオ患者を除き、世界各国からポリオ患者を完
全に撲滅する事が出来た、正にロータリーの快挙である」と。
　我々ロータリアンにとっては大変に嬉しい事ではある、然し他方、まだまだ争いや貧困に苦しみ、通常の人間らし
い生活や教育を受ける事の出来得ない人々が数多く存在している事も事実である。
　これらの人々に対しロータリークラブでは、財団プログラムを通して支援の手を差し伸べている。その目的達成
の為、土浦クラブのメンバー、一人ひとりの温かいご芳志をお願いするものです。

米山記念奨学委員会
委員長　　　岩瀬 市朗
委　員　　　副委員長：鶴田 一郎　　鈴木　 亮
事業計画
１．奨学事業の理解促進
　　①奨学生との交流に勤め、事業の意義を広める。
　　②米山月間（10月）などに関係プログラムを企画する。
　　③会員の理解を得て、全会員より特別寄付をお預かりできるよう努力する。

２．寄付金の目標
　　普通寄付　5,000×59＝295,000
　　特別寄付　2,070,000円 （1人30,000円以上目標）  
　　　　　　　内訳 （個人寄付 1,440,000円 ＋ 法人寄付 330,000円 ＋ クラブ寄付 300,000円）
　　合　　計　2,365,000円
３．今年度の奨学生とカウンセラー
　　奨学生　ハジミルザアガスイ・ニルファル（HAJIMIRZAAGHASI・NILOOFAR）
　　国　籍　イラン　　性　別　女性　　生年月日　1984年8月19日
　　奨学期間　2016年4月1日～2017年3月31日　　カウンセラー　髙橋宏成会員　　世話クラブ　土浦RC

委員長所見
　ロータリー米山記念奨学会とは、日本に在留している外国人留学生に対し日本全国のロータリアンの寄付金を財
源として、奨学生に支給して支援する民間の奨学団体です。
従って全会員に事業への理解を促し寄付金の目標達成するよう努力する。
尚、次年度創立60周年に1億2千万円達成クラブを目指して推進する。

SAA
SAA　　　楜澤　　悟
副SAA　　大場 傳美　　菊地 雅史　　佐藤ぱうろ
事業計画
１．スムーズな例会進行を図るため、会長、幹事及び各委員会とのコミュニケーションを密にする。
２．開会及び閉会の時間厳守を旨とし、卓話をはじめ各プログラムの適切な時間調整をプログラム
委員と共に推進する

３．和やかかつスムーズな例会進行が出来るよう、例会会場担当者と食事の内容や会場設備等について密に連携を
図る。

４．年３回予定されている移動例会に関して、会員への周知徹底を図るとともに、そのスムーズな進行に努める。
５．参加される来賓、ビジターに例会を有意義な時間として過ごして頂けるよう、会長、幹事、親睦委員と連携して配
慮する

６．ミリオンダラーミールを年4回以上実施し、奉仕活動資金の財源に寄与する。
７．ニコニコボックスが奉仕活動の財源であることの理解を促進するため、寄付の都度ネームプレートにシール等
を貼るとともに、寄付回数や金額の上位者を週報に定期的に記載する。

８．ニコニコボックスの目標額は　200万円とする。
委員長所見
　ロータリーにおけるSAA（会場監督）は、クラブ例会その他の会合において、気品と風紀を守り、会合がその目的
を発揮できるよう設営し、監督する責任があります。
　この役割をよく自覚し、各会員にとって例会がより意義ある時間となるように努めます。
　以上を念頭に充実したプログラムを企画していきたいと思います。
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　ロータリー米山記念奨学会とは、日本に在留している外国人留学生に対し日本全国のロータリアンの寄付金を財
源として、奨学生に支給して支援する民間の奨学団体です。
従って全会員に事業への理解を促し寄付金の目標達成するよう努力する。
尚、次年度創立60周年に1億2千万円達成クラブを目指して推進する。

SAA
SAA　　　楜澤　　悟
副SAA　　大場 傳美　　菊地 雅史　　佐藤ぱうろ
事業計画
１．スムーズな例会進行を図るため、会長、幹事及び各委員会とのコミュニケーションを密にする。
２．開会及び閉会の時間厳守を旨とし、卓話をはじめ各プログラムの適切な時間調整をプログラム
委員と共に推進する

３．和やかかつスムーズな例会進行が出来るよう、例会会場担当者と食事の内容や会場設備等について密に連携を
図る。

４．年３回予定されている移動例会に関して、会員への周知徹底を図るとともに、そのスムーズな進行に努める。
５．参加される来賓、ビジターに例会を有意義な時間として過ごして頂けるよう、会長、幹事、親睦委員と連携して配
慮する

６．ミリオンダラーミールを年4回以上実施し、奉仕活動資金の財源に寄与する。
７．ニコニコボックスが奉仕活動の財源であることの理解を促進するため、寄付の都度ネームプレートにシール等
を貼るとともに、寄付回数や金額の上位者を週報に定期的に記載する。

８．ニコニコボックスの目標額は　200万円とする。
委員長所見
　ロータリーにおけるSAA（会場監督）は、クラブ例会その他の会合において、気品と風紀を守り、会合がその目的
を発揮できるよう設営し、監督する責任があります。
　この役割をよく自覚し、各会員にとって例会がより意義ある時間となるように努めます。
　以上を念頭に充実したプログラムを企画していきたいと思います。

（次ページへつづく）



格調高く、和やかに　  S.A.A

にこにこBOXにこにこBOX

出 席 報 告出 席 報 告

例 会 予 告例 会 予 告

◇小倉会長～今の時期、各委員会の地区研修会があ
ります。担当の委員長さん、委員の方暑い中ご苦
労様です。
○竹内幹事～理事・役員・委員長の皆様、事業方針
発表ありがとうございました。一年間、楽しく活
動して下さい。
◎坂本君～奉仕プロジェクト委員長を担当すること
になりました。一年間よろしくお願いします。
◎沼田君～先週7月14日は、市の行事の為欠席しま
した、よろしく。
◇關本君～昨日、土浦中央RCのガバナー公式訪問
に菊池ガバナー補佐と参加してまいりました。全
行事滞りなく開催されましたことをご報告いたし
ます。

※菊地君～写真掲載されました。
◎誕生祝～久恒君、高島　佳恵様

8月 4日 会長挨拶、卓話「会員増強月間に因んで」、
  誕生祝、「ロータリーの友」紹介

11日 休　会（山の日）

会　員 欠　席 出　席 免除・欠席 出席率
57名 20名 37名 4名 69.81％

メークアップメークアップ

平島（7/16　青少年奉仕研究会）
菊池、關本（7/20　土浦中央RC　ガバナー公式訪問）
菊池、廣瀬（太）
（7/21　阿見RC　ガバナー公式訪問事前打合せ）
菊池、關本
（7/22　つくばサンライズRC　ガバナー公式訪問事前打合せ）

クラブ米山委員長及び
カウンセラー合同セミナー

日　時　　平成28年9月4日㈰
10：30～15：00（受付　10：00）

場　所　　三の丸ホテル
水戸市三の丸2-1-1　 TEL 029-221-3011

日　時　　平成28年8月18日㈭　18：30～
場　所　　かね㐂 本店（旧土浦市役所下）
会　費　　5,000円

お知らせお知らせ

2016年10月21日 ➡ 11月25日㈮
場　所　　サミットゴルフクラブ　　

茨城県石岡市嘉良寿理139
TEL 0299-44-1234

第6分区 親睦ゴルフ大会の
 日程が変更になりました

全国ロータリークラブ野球大会
　（甲子園大会）祝勝会

その他、職業分類・会員選考委員会、青少年奉仕委員会の事業計画書は現況報告書をご覧ください。

職業奉仕委員会
委員長　　　渡邊 俊樹
委　員　　　副委員長：鈴木 敏之　　鈴村 博一
事業計画
１. 職場訪問を兼ね親睦委員会合同で研修旅行を実施する。
２. 土浦市の「市民健康まつり」に協賛し、「医療相談」を行う。
３. 職業奉仕月間に例会を担当。
４. 会員の職場についての卓話の機会を作る。

委員長所見
ロータリーの目的にある職業奉仕は、事業および専門職務の道徳的水準を高め、品位ある業務を実践する
事を提唱しています。これらをいかに具体的に実践していくかが、課題と思われます。故にこの精神を心に刻
み行動できるよう会員の方々へ広報していきたいと思います。

委員長代理
鈴木敏之副委員長

8月のロータリーレートは1ドル＝102円です。

第8回 茨城YMCA
チャリティゴルフ大会

日　時　　平成28年9月9日㈮
場　所　　富士OMGゴルフクラブ出島コース

かすみがうら市下軽部 TEL 029-896-1011
プレイ費　　8,500円
参加費　　5,000円　当日受付




